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  夫：フェルナンド（50歳） 

妻：（50歳） 

長男：（23歳、中東に出稼ぎ中） 

長女：（13歳、9年生） 

次男：（12歳、8年生） 

 45,000～50,000 ルピー / 月 

（他に長男からの仕送りがあるが、軽トラックの月賦返済 

にあてている。） 

夫：鉄工所経営  妻：専業主婦 

週5日 

■調査実施日 

■調査場所 

■調査対象 

■為替レート 

： 2014年 12月  

：コロンボ県  ピリヤンダラ市 

：フェルナンド（仮名）さんの一家 

：1円 ≒ 1.09 スリランカ ルピー （2014年12月平均値） 

月収は45,000～ 50,000 ルピー 

月賦の支払いが大変。 

1 

商売拡大のための 

資金も調達したい。 

専業主婦です。 
将来の夢は、家の前に 

小さなグロサリーを出す 

こと。 

そろそろ長男に 
良いお嫁さんが 
見つかってほしい。 

成績の良い長女が 
将来医者になって、 
家族を支えてくれる 
ものと、期待して 
います。 

●コロンボ県 ピリヤンダラ市 

コロンボ県のキャスベーワ郡にある小都市。スリランカ最大の都市であるコロンボ市から、電車やバスで 

1時間半程度の所にある。コロンボ市やその周辺と比べ地価が安いことから、近年、中所得層を対象とした 

住宅地として開発が進んでおり、集合住宅、アパート、レストランなどが建設されている。 

約15年ほど前から、政府は産業誘致に力を入れており、市郊外にも縫製工場が誘致され、地元住民の雇用 

機会を創出している。周辺各地には昔ながらの鉄工・木材などの小規模地場産業も見られる。 

都市化が進む一方、上水道や廃棄物処理の整備が遅れており、郡庁はこれらを優先的に取り組んでいる。 

鉄工所を経営して 

います。 
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フェルナンドさんは鉄工所を経営しており、門、包丁、柵等の鉄加工製品を 

作っている。中学校を卒業後、職業訓練センターで溶接と旋盤の訓練コースを 

受講し、技術を身につけた。 

仕事場は家からバイクで5分ほど。作業員を1人雇っている。通常は週5日、注文 

が多い場合は土日も稼動している。 

製品は注文を受けて制作することが多いが、包丁やココナツ外皮むき機等は 

作ったものを持って家々に売りに行ったりしている。 

自営業なので収入が一定しないこと、資金繰りが苦しいこと、事業拡大のため 

のローンが借りにくいことなどが悩み。 鉄工所の作業場 

高炉 製品の包丁 

費目 金額（ルピー） 

食費 16,000 

教育費 6,000 

交際・宗教行事費 5,000 

交通費 4,000 

バイク燃料費 1,500 

通信費 1,500 

日用品購入費 7,500 

衣料費 3,000 

生命保険 3,050 

一家の主な収入は、フェルナンドさんの鉄工所経営の利益。自営業なので一定しないが、平均すると月45,000～ 

50,000ルピーとなっている。時々、海外に出稼ぎしている長男から仕送りがあるが、これは商売に使っている 

軽トラックの月賦返済に消えてしまい、家計には入らない。 

〔食費〕支出で一番多くを占めている。トウガラシなどは裏庭で栽培し、食費を押さえる工夫をしている。 

〔教育費〕子供たちが英語・数学・理科の塾に通っており、出費がかさんでいる。 

〔交際・宗教行事費〕スリランカの仏教徒は、満月の日にお寺で仏教の教えを守る誓いを立てる習慣がある。一家は 

毎月、近くのお寺で誓いを立てる約150人の信者に、紅茶を振る舞うのを習慣にしている。徳を積むため、結婚して 

から24年間、欠かしたことがないという。 

●新製品「ココナツ外皮むき機」 

新製品の開発も手がけており、 

家庭用「ココナツ外皮むき機」 

を開発した。 

特許を申請したものの、残念な 

がら、すでに同様のものが製品 

化されていることが特許局にて 

判明した。 

34% 

13% 
11% 

8% 

3% 
3% 

16% 

6% 
6% 

月間支出の比率 食費 

教育費 

交際・宗教行事費 

交通費 

バイク燃料費 

通信費 

日用品購入費 

衣料費 

生命保険 
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自宅 持ち家／平屋建て3DK 

築年数 25年 

敷地面積 約200m2 

電気 引かれている 

水道 引かれていない（井戸水使用） 

  
自宅は持ち家で平屋建ての3DK。フェルナンドさんは、大工や 

左官工の心得もあるので、25年間前にこの家を建てた時は、 

自分も土木作業に参加した。天井板を貼りたいが、資金に余裕 

がなく後回しになっている。 

●飲料水、生活用水ともに裏庭の管井戸からモーターで 

タンクに上げて使っている。水道は近くまで引かれている 

が、井戸の水量と水質も良いので、水道を引く必要は感 

じていない。水は煮沸や濾過はせず、そのまま飲んでいる。 

正門  

トイレ 

居間  

部屋①  部屋③  

部屋②  

台所  

貯水 
タンク 

水を汲み上げるモーター 貯水タンク 

トイレ 

居間 

自宅の外観（正面） 

部屋① 

部屋② 

部屋③ 

台所 

●家具は、居間の椅子と机、ベッド、子供用机、 

タンス。仏壇が二つあり、妻が毎日花と線香を 

お供えしている。 

仏壇 

●水浴びと炊事は裏庭で（カレー料理 

はスパイスの匂いが充満するので、野 

外での調理を好む人も多い）。屋内に 

ある台所はお茶を入れたり軽食を作っ 

たりする時だけ使う。 

●屋内にもトイレスペースを作ったが、「とりあえず外 

のトイレでいい」ということで、トイレは裏庭にあるの 

を使っている。屋内のトイレスペースは物置になって 

いる。 

●洗濯は手洗いで裏庭に干す。 
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テレビやパソコン、ステレオ、アイロン等を所有している。空調は天井扇風機のみ。冷蔵庫や洗濯機は所有していない。 

テレビ パソコン アイロン 天井扇風機 

  
食事は、基本的に3食とも「ご飯」と「カレー」である。 

【朝】ご飯とカレーや和え物。 

〔例〕 

●干し魚のカレー 

●ココナツサンボール 
（ココナツフレーク・チリパウダー・鰹節の和え物） 

●ルヌミリス 
（タマネギとチリフレークと塩を和えて石で挽いてつぶしたもの。大変辛い。） 

【昼】ご飯と、カレーを3種類。カレーは、魚やチキン、野菜、豆等。 

【夜】昼同様、ご飯とカレー。 

ご飯の代わりに、ストリングホッパー（米粉を水で練って、トコロテン式 

に押し出し麺にして蒸したもの）等も食べる。 

【紅茶・おやつ】1日4回（朝起きた時、10時、15時、19時）紅茶を飲む。 

子供たちは時々、おやつにヨーグルト、ビスケットなどを 

食べる。 

台所 

食事は薪で調理する 

〔調査日の昼食メニュー〕 

●ご飯 

●ゆで卵 

●ひよこ豆のカレー 
（写真右上。スパイスを入れて豆を煮、ココナツミルクを入れて仕上げる。） 

●四角豆のカレー 
（写真右下。スライスしてスパイスを混ぜ、油で炒める。） 



【免責事項】本レポートで提供している情報は、ご利用される方のご判断・責任においてご使用ください。ジェトロでは、できる 
だけ正確な情報の提供を心掛けておりますが、本レポートで提供した内容に関連して、ご利用される方が不利益等を被る 
事態が生じたとしても、ジェトロ及び執筆者は一切の責任を負いかねますので、ご了承ください。 
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時刻 フェルナンドさん 妻 子供たち 

04：30 起床 

紅茶を作る 

05：00 起床 

紅茶を飲む 

料理：朝食 

↓ 

起床 

朝食 

06：00 朝のTVニュースを見る 

↓ 

子供を学校に送り出す 

仏壇を拝む 

登校（徒歩とバスで40分） 

↓ 

07：00 バイクで鉄工所の作業場へ行く 朝食を夫の作業場へ届ける 学校 

08：00 鉄工所の仏壇を拝み仕事開始 家と庭の掃除 ↓ 

09：00 作業場で朝食をとる 朝食 ↓ 

10：00 仕事 

↓ 

洗濯 

料理：昼食 

（10：30～11：00休憩時間） 

↓ 

11：00 ↓ ↓ ↓ 

12：00 ↓ ↓ ↓ 

13：00 ↓ 昼食を夫の作業場に届ける ↓ 

14：00 昼食 裁縫、TV、休憩 ↓ 

15：00 仕事 

↓ 

子供と昼食をとる 

後片付け 

下校 

昼食 

16：00 ↓ お茶を夫の作業場に届ける 塾 

17：00 ↓ 裁縫、TV 宿題、TV 

18：00 ↓ 休憩 休憩など 

19：00 帰宅 

TVニュースを見る 

料理：夕食 

↓ 

↓ 

↓ 

20：00 ↓ ↓ ↓ 

21：00 夕食 

↓ 

夕食 

後片付け 

夕食 

就寝 

22：00 就寝 就寝 ↓ 

■ 訪問後の編集後記 ■ 

家具も基本的なものだけ、冷蔵庫や洗濯機、炊飯器もなく、大変シンプルな暮らしをしていた。電気製品を買うと電気代が 

高くなるので買わないようにしているそうだ。食事内容も質素。街に近いので、プロパンガスも水道も手に入る立地だが、 

「薪と井戸水で問題ない」とシンプルライフに価値観を持っているようだ。 

ある程度の収入はあるものの、金額が不安定な上に教育費などの支出も多いため、やりくりは大変そうである。 

フェルナンドさんの休日は、注文が立て込んでいなければ鉄工所の仕事を休み、家族で親戚を訪れたり、お寺にお参り 

に行ったりする。妻は朝4時半に起床。学校への道路が混むため子供たちも朝6時には家を出る。そして皆、夜10時には 

就寝という早寝早起き家族である。妻は休日も平日も、家事の日課はあまり変わらないとのこと。夫婦ともにテレビを 

観るのが好き。 


